つるま同窓会評議員会

議事録

Ｈ21年2月26日（木）18時30分～

場所：4号館会議室

出席者：角野、長屋、間島、田中、菊池、峰広、横井、關谷、松崎、関塚（敬称略）

1 来年度からの評議員会のメンバーについて

今年度の評議員に参加できたメンバーについては、継続して来年度からも評議員のメンバーとして参加していただく。役職も変わらないこととする。相談役の方々も、来年度からの評議員会にはできる限り参加していただくということで話は落ち着いた。

しかしながら、実際に仕事をする方が多く、今までのように情報を伝達し、そのレスポンスをかえすことが難しくなると考えられる。

この際には、ネットの掲示板などを有効利用することで仕事に差支えがないように情報伝達し、さらにパソコンのメールで伝えるのではなく、携帯電話のメールなどを用いて、情報がすぐに伝わるようにしていく必要がある。

さらに、幽霊評議員となっていた人たちは、今年度でやめてもらい、新卒の連絡代表者から、ＰＴ，ＯＴ，の各1名ずつ選び、来年度から参加してもらうようにする。
さらに、これから先を見越して、毎年連絡代表者は選出するようにし、その中から評議員会に出席可能、及び興味をもって取り組んでいただける方に関しては、評議員会に出席してもらうようにする。

理想としては、金大附属病院に就職する方が望ましい。

2 4月に行われる上級生との対談に関して。

去年は行われたが、毎年4月は似たような行事が多く、わざわざ同窓会が開くことでもない、という意見があり、今年度は開催しないことにする。

その代わり、新入生のオリエンテーションで、後援会活動を説明するときに、ついでに同窓会のつるまだよりをみせるなど、活動していることを説明してもらうようにする。

3 新入生に対し、同窓会準会員として選出するのはどうか。

各学年に同窓会連絡代表者を選出し、同窓会の議事及び活動内容をその連絡代表者を通じて報告してもらうようにする。

同窓会を身近に感じてもらい、卒業時に、同窓会にスムーズに入会してもらえたらいいという考えに基づく。

連絡代表者選出は、助教の先生にお願いする。

4 同窓会総会を開く。

今年は10周年ということもあり、総会を開く方向で行く。

開催時期は金大祭にあわせ、11月の1日から3日のいずれかに行う。

午後2時から、総会を開き、総会が終わり次第、各専攻ごとにわかれて同窓会を開いてもらう。その際の同窓会の資金を補助し、その代わりに写真やレポートなどを書いてもらい、次回つるまだよりに掲載する。

案内は、6月中にはがき等を通して、案内状を送るようにする。

これまでに会員費をはらっている、正規会員にのみ、案内を配る。

尚、今年度卒業する放射線の未納者に関しては、謝恩会時にもう一度案内を配り、納入していただくように呼びかけてみる。

5 追伸

天野先生の方から、短大時代の同窓会と合併させるのはもういいという意見があった。

以上です。

